






















　さらに、本研究報告書では、第一次 ・二次 ・三次調査研究の成果を通観 し、早期英語教育の影






学校入学直後の大阪府立1高 等学校1年 生320名を対象に実施 した第一次調査(2007年5月)
では、早期英語教育経験者(FLES　students:以下、　FSと呼ぶ。)群の 「異文化志向因子」
と 「コミュニケーシ ョン志向因子」が、未経験者(Non-FLES　students:以下、　NFSと呼ぶ。)
群に比べ5%水 準で有意に高 くなっていることが判明 した。
　 しか し、GTEC(英語コミュニケーション能力テス ト)のテス ト・スコアによる二群間の統
計的な有意差の確認や、FS群とNFS群の各群固有の因子解を特定することはできなか った。
　次に、同一被験者を対象に高等学校での英語教育が定着する1年次の12月に実施した第二次





高等学校での教授 ・学習 との交互作用を受け、「オーラル表現活動志向因子」や 「話 し言葉有
用因子」 とい うFS群固有の学習因子を形成したことが確認できた。(松宮2010)
　第二次調査の考察では、FS群はNFS群に比べ、① より肯定的な自己能力感を有 し、② 学
習者相互のインタアクションや人間関係を構築してい く中で展開されるオーラル表現活動に対
する好意性や有用性をより強 く感 じ、③ 話 し言葉に対する有能感を教授 ・学習の交互作用の
中でより容易に得ることができ、④ これ らの特性を持つ学習因子が英語学習成績に有意な影
響を及ぼし合っている、 とい うモデルを描いた。(松宮2010)
　特に、FS群で抽出することができた 「オーラル表現活動志向因子」 と 「話 し言葉有能因子」
は、小学校外国語活動の特色である 「音声中心主義」や 「参加体験型コミュニケーシ ョン活動」
により培われた経験 ・態度 ・資質 ・能力等が、高等学校でのオーラル ・コミュニケーシ ョンや






　 しか し、① 日本型早期英語教育による学習経験が、中長期的にどの ように高等学校の英語
学習に影響を及ぼ しているのか、また、② 同定することができた学習因子群の どの因子が 日
本型早期英語教育の影響を最も顕著に反映したものであるのか とい うことが明確になっていな
い。さらに、③ 第二次調査で明らかになったFS群 における 「言語能力有能因子」 とテス ト・
スコア とのマイナスの因果関係について設定した仮説(「途中経過の一時的な現象 として捉え、
中長期的には『 自己有能因子』同様に英語学習成績に有意なブラス方向への影響を及ぼす因子

































　 「日本型早期英語教育により培われた資質 ・能力や経験 と高等学校英語教育の教授 ・学習 と
の交互作用により、固有の学習因子が形成され、形成された学習因子は、高等学校での英語学










熟度)及 び言語スキル(熟 達度)に 係わる外的指標を得るため、被験者全数(n＝320)に対し









　本調査で用いた質問紙の信頼性 と妥当性を検証するために、項 目間の平均相関に基づ く内部
一貫性をクロンバック(Cronbach)のα係数に求めた。質問項 目間の関係性を示す α係数は、
.8692とな り、十分な信頼性を有していると判断した。

































　よる因子分析 と、FS群、　NFS群の群別因子分析を実施 し、 日本型早期英語教育により培わ






























て設計 ・開発 された質問紙である。設定された100項目の質問中、因子分析の対象 とする項 目
は、5段階の多項選択形式によるフリコード法を採用 した82項目である。
　因子分析に先立ち、分析の対象から外すべき除外項 目の有無を、各項 目の平均値 と不偏分散
の値を用いたス ミルノブ ・グラブス棄却検定(Smirnov-Grubbs)により確認 した。その結果、
有意水準5%で 除外すべき項 目は検出されなか った。 さらに、82項目の平均値 と標準偏差から
各項 目の天井効果 とフロア効果の有無を検定した結果、因子分析の対象から外すべき項 目は検
出されなかった。
　そこで、当該の82項目を因子分析の対象 として適当 と認め、主因子法のバ リマ ックス回転
(Normalized　Varimax-method)により因子分析を行 った。
　① 一群による因子分析






































































No　 耕1　 　 　 耕1　 　 　 耕 皿 　 　 　 　抽W　 　 　 　触V　 　 　 触V【
23　　　07936　 　01022　　　01102　　　00744　　　00359　 　00330
17　　　07207　 　00447　　　00945　　-01014　-00197　 　01145
22　 　06848　 　01125　 　00729　 　00445　 　00513　-00007
20　 　06796　 　01688　 　01198　 　00291　　 00543　　01128




19　 　06375　 　00220　 　01596　 　01552　 　01349　　00651
21　　 06290　　　00795　　　02280　　　01880　　　01302　　　00016
25　　　05625　　　01934　　　02355　　　01761　　　01874　 　00436
15　 　05591　　01133　 　01738　 　00128　 　00247　　00271
24　　　05120　　　01160　　　00863　　-00184　 　01256　 　01213

































61　　 01819　　06316　　00651　　 02377　　 00813　　 00580
57　 　00430　 　06251　　01943　 　01099　 　01155　　00927
56　 　00655　 　06088　 　01672　 -00046　　00575　　00603
82　　　02164　　　05760　　　01436　　　01922　　-00357　 　01215
52　　　01505　　　05526　　　02130　　　02101　 　00897　 　00379
60　　　01375　 　05435　　　02121　 　01688　　　01639　 　00638
58　 　00876　 　05320　　　00515　 　01221　 -00838　-00171
59　　　01129　 　05309　　　01633　　　02303　　　02986　 　00413





















































































































68　 　00702　 　02206　 　00515
70　　　01125　 　03045　　　00826
69　　　00331　 　01273　　　01762































06567　　 廿作　などでは 圭いた'　スペリン"や　ごミスがたいこと　チエ・辱 してい







050750量　 ことが 　や 　の 心となってい
06766
73　　　00146　 　01553　　-00122　-00858　 　01002　 　00742
74　　　00664　　　03651　 -00202　 　00694　　　00467　 　00996








06010 30　　　01678　　　01613　　-00072　-00324　 　01502　 　01434　　　00599　 　05469





なお、各群の因子分析に際し、除外項 目を検出するための項 目分析を実施したが、両群 と





寄与 率 は62.82%であ った。 ま た、 分
析の信頼性を示すクロンバ ックの α係






































































































































































































































































































































































を検証する。 これにより、FS群 とNFS群の集団特性を把握 し、早期英語教育の経験の有無

























0.6167単吾や 熟語について 自信が ある。
0.5925英吾の 暗唱について 自信が ある。
0.5819英吾を話すこと(英会話)について自信がある。
0.5803英吾を聞いて内 容を理解することについて自信がある。
0.5325立 　セントについて ≡ 樗















































0.6639作文など英語 で表現 できる機会 がある授 業は英語学習 に役 に立っている。
0.6440和訳(英語を日本語に訳すこと)は英語学習 に役 に立っている。




0.5253リスニング練習 は英語学習 に役 に立っている。










































































































































































































































































































































りなく、2年生全8ク ラス318名を一群 として実施 した因子分析により抽出された8因 子解
の標準化された因子得点を用いて、FS群とNFS群による群別の分散分析を実施した。
その結果、1%及び5%水 準での統計的な有意差は確認できなか ったものの、10%水準で
「有意傾 向」 にある因子 解(第1因 子 「自己有能因子」、F値3.4619(自由度1,304))を特定




1%水準 に は 「**」を、5%水 準
には 「*」を、 また、5%か ら10%
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サンプル　
の 「有意傾向」 を示す場合には　　韓
「+」を付記する。　　　　　　　　 畿鷹SD/
②GTECテ ス ト.ス コアによる 　灘蔽
　　　　　　　　　　　　　　　　 輩雛分散分析
　早期英語教育の経験の有無が、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　
高等学校2年 次の英語学習成績に　　　因子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヨニム
及ぼす影響 を検証するために、　 難
GTECの テス ト ・ス コア(総 合
得点、 リスニ ング得点、
表11GTECテスト・スコアの群別分散分析　 図2　GTEC分散分析図































　重回帰分析では、英語学習成績 と学習因子 との因果関係を探るため、外部基準 としての
GTECのテス ト ・スコアを従属変数、因子分析によ り算出された標準因子得点を説明変数 と
して解析を行い、算出された標準偏回帰係数から、各説明変数の影響の大きさと影響の向きを
検証 した。
　なお、本分析では、教授 ・学習 とい う複雑系モデルの中で観測される英語学習成績を従属変











　　　第1因 子 「自己有能因子」、第Ⅳ因子 「異文化志向因子」 と第Ⅵ因子 「英作文モニター
　　因子」が、1%及び5%水 準で、英語学習成績 と強いプラス方向への因果関係を有するこ
　　 とが示されている。








GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリーディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定
第Ⅰ因子 0.3266 00000 ** 03025 0.0000** 02832 00000** 0」764 0.0016**
第Ⅱ因子 0.0917 0.0764
+
0.0485 0.3629 0.0894 0.0922 0」070 0.0551
第皿因子 0.0258 06171 00218 0.6817 00024 0.9639 0.0598 0.2820
第Ⅳ因子 0.2024 00001 ** 01841 0.0006** 01996 00002** 0.0470 0.3981
第V因 子 0.0348 0.4994 0.0258 0.6282 0.0213 0.6871 0.0723 0.1937
第VI因子 01825 00005 ** 01438 0.0072** 01688 00016** 0」317 0.0182*
第皿因子 -01442 00054 ** -0.1444 0.0070**
-0
.1326 00126 * -0,0163 0.7693
第皿因子 -0.1254 0.0155* -0.0776 0.1461 .1036 0.0513十 -0.1762 0.0017**
重相関係数 0.4820 0.4249 0.4328 0.3214




　FS群においては、第1因 子 「自己有能因子」、第Ⅳ 因子 「異文化志向因子」 と第Ⅵ 因
子 「英作文モニター因子」が、1%及び5%水 準で、英語学習成績 と強いプラス方向への
因果関係があることが分かった。





は、.56から.46の幅にあ り、分析の精度はほぼ満足で きるものであることが示 されている。
　NFS群においては、第1因 子 「自己有能因子」 と第Ⅳ因子 「異文化志向因子」が、1%











　一方、第Ⅷ 因子 「文法正確性因子」は、5%水準で、ライティング ・スコアに対 しての
表13一群FS群での因子得点とGTECテストスコアによる重回帰分析
GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリーディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定
第1因 子 0.3571 0.0001** 0.3591 0.0001** 0.2448 0.0080** 0.2447 0.0085**
第Ⅱ因子 0.0455 0.5926 一〇.0605 0.4999 0.0781 03900 0」761 0.0557十
第皿因子 0.0333 0.6947 0.0586 0.5122 一〇.0153 0.8655 0.0618 0.4975
第Ⅳ因子 0.1889 0.0255* 0.1332 0.1322 0.1907 0.0342* 0.1093 0.2241
第V因 子 0.0020 0.9807 一〇,0555 0.5294 0.0494 0.5807 0.0188 0.8342
第Ⅵ因子 0.3037 0.0005** 0.2465 0.0065** 0.2589 0.0048** 0.2217 0.0159*
第Ⅶ因子 一〇.3167 0.0003** 一〇.2434 0.0073** 一〇.2966 0.0014** 一〇」943 0.0343*
第Ⅷ因子 一〇,1528 0.0740十 一〇,1165 0.1941 一〇.0994 0.2731 一α2142 0.0203*
重相関係数 0.5651 0.4954 0.4757 0.4652






GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリーディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P 値 判 定
第1因 子 0.3367 0.0000** 0.3018 0.0000** 0.3213 0.0000** 0」470 0.0414*
第Ⅱ因子 0.1165 0.0814十 0.1034 0.1306 0.0990 0.1433 0.0738 0.3091
第皿因子 0.0450 0.4927 0.0200 0.7661 0.0401 0.5471 0.0676 0.3446
第Ⅳ因子 0.2322 0.0005** 0.2283 0.0008** 02261 0.0008** 0.0290 0.6855
第V因 子 0.0558 0.3946 0.0786 0.2421 0.0063 0.9243 0.0877 0.2199
第Ⅵ因子 0.1283 0.0540十 0.0863 0.2046 0.1301 0.0541十 0」088 0.1331
第Ⅶ因子 -0.0492 0.4557 -0.0931 0.1692
-0
.0301 0.6525 0.0730 0.3106
第Ⅷ因子 -0,1028 0.1252 -0.0547 0.4243 .0923 0.1743 -018 0.0396*
重相関係数 0.4810 0.4396 0.4522 0.2850









　FS群においては、第Ⅰ 因子 「自己有能因子」 と第Ⅶ 因子 「英作文モニター因子」が、1
%及び5%水 準で、英語学習成績 とブラス方向への強い因果関係があることが確認できた。






GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリー ディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定
第1因子 0.2954 00005 ** 03164 0.0005 ** 01798 0.0397 * 0.21420.0180*
第Ⅱ因子 0.0417 06139 00599 0.4948 00019 0.9827 0.0551 0.5376
第皿因子 0.0119 08859 -0.0493 0.5738 00226 0.7933 0.1256 0.1615
第IV因子 0.1228 01396 01044 0.2353 01091 0.2089 0.0659 0.4609
第V因子 0.079303387 -0.06470.4613 01527 0.0796十 0.15760.0797 十
第Ⅵ因子
-0
.0067 09351 -0.05110.5600 00670 0.4389 -0.0849 0.3423
第Ⅶ因子 0.250500031** 02033 0.0222 * 01919 0.0284* 0.24180.0078**
第Ⅷ因子 .312200003** -0.23580.0082** .315100004 ** -0.1405 0.1176
第IX因子 1481 0.0756十 -0,06560.4552 .14050」063 .20940.0206*
第X因子 一α2022 0.0160* -0.15760.0745十 .20680.0184* .07110.4261
重相関係数 0.5777 0.5012 0.5214 0.4734
誤差 00000** 0.0010** 0.0004** 0.0040**
B.NFS群6因子 とGTEC英語学習成績による重回帰分析結果
　NFS群のみで実施 した因子分析により算出した6因 子の因子得点 と、　GTECの各テス
ト・スコア との重回帰分析の結果を表16に示す。
　NFS群では、第1因 子 「自己有能因子」 と第V因 子 「異文化志向因子」が、英語学習










表16NFS群での 因子得 点とGTECテストスコアによる重 回帰分析
GTEC総合得点 GTECリスニング得点 GTECリー ディング得点 GTECライティング得点
変数名 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 判 定 標準偏回帰係数 P値 　　判 定
第1因子 03560 00000 ** 03092 00000 ** 03423 00000 ** 01694 00184　*
第Ⅱ因子 00703 02815 00568 03972 00700 02843 00327 06463
第皿因子 00810 02157 00438 05141 00773 02373 01035 01477
第Ⅳ因子 00673 03025 01035 01238 -0.010608709 0.11970.0944　+
第V因子 02745 00000** 02503 00002** 02850 00000** 00450 05280
第V咽子 00157 08096 00237 07232 00349 05927 -0.0683 03387
重相関係数 04726 04215 04631 02507
誤差 00000** 00000** 00000** 00589　+
6.考 察 と課題
　本調査研究報告書では、これまで実施 してきた第一次調査、第二次調査の結果 ・考察を受け、
日本型早期英語教育の中長期的な教育成果を検証 し、小学校外国語(英 語)活 動 と中等学校
(中学校、高等学校)英 語教育の接続に係わる提言を行 う。
(1)早期英語教育の中長期的な影響の現れ
　小学校卒業後、5年が経過 した高等学校2年 次に実施 した英語学習実態調査(第 三次調査)
の分析において、FS群、　NFS群それぞれ固有の因子解を同定することができ、また、特定の
因子が英語学習成績 と有意な因果関係を有することが判明したことは、中等学校英語教育に対







　　FS群では、第Ⅶ 因子 「英作文モニター因子」、第]Ⅸ因子 「英作文表現志向因子」、第x因
　子 「英作文規範重視因子」に、ライティングの教授 ・学習に係わる3つの解釈可能な学習因
　子が出現している。さらに、第V因 子 として解釈した 「コミュニケーション活動志向因子」
　を構成する項 目内容は、NFS群と比較すると、ライティングによる英作文表現活動に対す








　特色のある因子 として、第Ⅵ 因子 「探求型学習因子」がFS群 にのみ現れた。 この因子を
さらに分析すると、英作文や読解演習の際に辞書や参考書を活用した探求的な学習を志向す
る因子であることが判明 した。 このことは、「総合的な学習の時間」を活用 し、小学校外国
語(英 語)活 動が体験的 ・探求的な学習活動を中心に展開されてきたことの現れであると解
釈することができる。なお、本因子 と英語学習成績 との有意な因果関係は確認できなかった。
③ 英語学習成績 との因果関係におけるNFS群の 「異文化志向因子」の優位性
　第三次調査では、「異文化志向因子」が英語学習成績に及ぼす影響について、有意差が確
認で きなかったライティングを除き、FS群よりもNFS群のほうが大きくなっていること









する項 目に着 目し考察を加える。特に、各因子を構成する項 目の因子負荷量 と符号の向きか
ら、同一名の因子について、質的な相違の存在について考察する。
　共通因子 として抽出された 「異文化志向因子」においては、第二次調査の結果 と同様 に、
FS群は 「外国の『人』 と一緒に生活をしてみたい。」、「外国の『人』 と話をしたい。」 と、
「『姉妹校 との交流』プログラムに関心がある。」の因子負荷量が大 きく、『人 とのふれあい』
や『人 との交流』を含む項 目が主 とな り因子を構成 している。一方、NFS群では、　「『外国
のこと』に興味がある。」「『外国』へ行ってみたい。」の因子負荷量が高 くなってお り、FS
群の『人 とのネ ットワーク』を通した外国観 とは異なる視点が現れていると判断することが
できる。




人 と人 との関係性の中で学ぶ ことに対する志向がNFS群 よりも一段 と強 く出現 していると

























第1カ テ ゴ リ
第2カ テ ゴ リ
第3カ テ ゴ リ
第4カ テ ゴ リ
第5カ テ ゴ リ




































































































































































































































































































































水準 一次調査　　　 二次調査 三次調査 一次調査　　　 二次調査 三次調査
サンプル数 116　　　　　　116 112 197　　　　　197 192
合計 18105　　　　 18600 10121 一18105　 　 -18600 一10835
平均 0156　　　　 0160 0090 一〇〇92　　　　-0094 一〇〇56
標準偏差(SD) 0944　　　　0937 1024 1025　　　　 1026 0880
平均+SD 1100　　　　　1097 1115 0933　　　 0932 0823
平均一SD 一〇788　　　　 -0777 一〇934 一1117　　　 -1120 一〇936
標準誤差(SE) 0088　　　 0087 0097 0073　　　 0073 0063
平均+SE 0244　　　 0247 0187 一〇〇19　　　 -0021 0007
平均一SE 0068　　　 0073 一〇〇〇6 一〇165　　　　-0168 一〇120
分散分析表













　 この総括図の分析から、FS群においては、コミュニケーシ ョン活動を中心 とした表現活
動に係わる学習因子が多元化 ・分化し、独立した固有因子 として出現していることが判明し
た。

































早期 英語 教育 が 中等学 校英 語教 育 に及 ぼす影 響 につ いて の調査 研究
　　　　図4FS群、NFS群の二群による因子分析
　　　　第二次調査FS群　　　　第三次調査FS群　　　　　 第二次調査NFS群
　　　　　　　自己有能因子　 　 自己有能因子 　1　 自己有能因子
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率
　　　　　　　 16.76%　FS　　 　 　 19.56%　FS　　 l　 　 　 15.559。　 NFS
　　　　　　　総合得点 　 　 　 総合得点**1　 総合得点**
　　　　　　　リスニング　　　　　　　　　　　リスニング　　**　　■　　　　　リスニング　　**
　　　　　　・一デ・ング 　 　 　 ・一デ・ング ・　 1　 ・一デ・ング**
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 *　　　 ■　　　　　ライティング　　**ライティング ライティング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■
　　　　　　語 能力肯定因子　 　言語能力肯定肝1　 言離 力肯定因子
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　284%　　　NFS6.80%　　FS 765%　　FS
　　　　　・ 総合得点 ・(一)　　 総合得点 　 　 1・ 総合得点
　　　　　　　リスニング　**(一)　　 　　　リスニング　　　　　　　1　　　　　リスニング
　　　　　　 リー ディング　　　　　　　　　 リー ディング　　　　　　1　　　　 リー ディング　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　 ライティング　　　　　　　　　　ライティング　　　　　　　■　　　　　ライティング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■
　　　　　　 表現学習有能因子 　 ・・購 方略有・・子1　 … 学習方略有用因子
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率
　　　　　　　　4.45%　　　　FS　　　　　　　　　　　699%　　　FS　　　　l　　　　　　　407%　　　NFS
　　　　 ・ 総合得点**　 皿 総合得点 　 　 1・ 総合得点**
　　　　　　　リスニング　　**　　　　　　リスニング　　　　　　　1　　　　　リスニング　　*
　　　　　　 リー ディング　　**　　　　　 リー ディング　　　　　　1　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　リー ディング
　　　　　　 ライテ・ング ・ 　 　 ライテ・ング 　 　 1　 ライテ・ング ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　　　　　 乱 言鮪 能因子 　 … ニケー泊・活・志向囚子1
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　　　　　　 因子寄与率　　　　　　■　　　　　 　　　 　　　　　因子寄与率
　　　　　　　　2.5906　　　FS　　　　　　　　　　　5.38曾。　　　FS　　　　l　　　　　　　O.0006　　　NFS
　　　　 w総 合得点**　 v総 合得点 　 　 1　 総合得点
　　　　　　　リスニング　　**　　　　　　リスニング　　　　　　　1　　　　　リスニング
　　　　　　 リー ディング　　　　　　　　　 リー ディング　　　　　　騨　　　　 リー ディング
　　　　　　 イーテ・ング 　 　 　 イーテ・ング 　 　 1　 一イテ・ング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　　　　　　異文化志向因子　　　　 　異文化志向因子　　1　　　 異文化・外国志向因子　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　
　　　　　　 因子寄与率　　　　　　　　　　因子寄与率　　　　　　1　　　　　因子寄与率　　
4.07%　　　　FS　　　　　　　　　　　6.11%　　　　FS　　　　■　　　　　　　　　3.09%　　　NFS
　　　　 ・ 総合得点 　 　 ・ 総合得点 　 　 1・ 総合得点
　　　　　　　リスニング　　　　　　　　　　　　　　　リスニング　　　　　　■　　　　 　　　　　　　　リスニング
　　　　　　 リー ディング　　　　　　　　　 リー ディング　　　　　　暉　　　　 リー ディング





　　　　　・ 総合得点 　 　 x総 合得点 ・(一)lw総 合得点 ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　 リスニングリスニング リスニング
　　　　　　 リー ディング　　　　　　　　　 リー ディング　　　　　　1　　　　 リー ディング　　**

























































































































































　これらの分析結果から、小学校5、6年 生で実施される外国語(英 語)活 動においては、グ
ループ活動等の集団活動に対する親和性が高い とい う学習者特性を最大限生か した異文化体験
活動や異文化間コミュニケーション活動をカリキュラムに位置づけ、「聞く」「話す」を中心に
した 「音に慣れ親しむ」活動だけではな く、自分の気持ちを 「書いて」表現する、「読んだ」



















子 と英語学習成績 との因果構造を明らかにし、 日本型早期英語教育が、中長期的に学習因子の
形成 ・変容や英語学習成績に影響を及ぼす因果的な効果を検証することで、2011(平成23)年
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